
















要約

　性成熟期婦人においては、視床下部-下垂体-卵巣-子宮内膜機能連関と呼ばれるように、

中枢に制御されている卵巣から分泌された性ステロイドにより周期的に形態的・機能的分

化を繰り返し、子宮内膜は妊卵の着床に備えている。排卵誘発周期においてはこの精緻な

機能連関が作動せず、特にゴナドトロピン療法においては卵巣から過剰なエストロゲン、

プロゲステロン、アンドロゲンが産生され、妊卵の着床環境を提供する子宮内膜は自然周

期とは異なる形態的・機能的状況となっているものと考えられる。,本研究においては以

下の方法により、排卵誘発周期における着床環境を検討する予定であるが、本年度におい

ては(1)(2)について知見が得られた。

(1)マウスにおける in vitro子宮内膜脱落膜化実験系の確立

(2)脱落膜化に作用する生理活性因子の検討

(3)各種性ステロイド濃度下における脱落膜化の形態的・機能的差異の検討、

(4)in vitro 子宮内膜脱落膜化実験系の上で胚を共培養し、胚発育・脱落膜化・胚と子宮

内膜の相互作用の検討。

  排卵誘発周期における着床環境を検討する上で重要なマウスにおける in vitro 子宮内

膜脱落膜化実験系を確立した。また、ヒスタミンが子宮内膜内胚移植実験系において

implantation window をより早い方向に拡大することを見いだした。今度これらの系を用

いて(3)(4)の検討を行う予定である。


